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□
勤
務
場
所　

町
立
中
央
公
民
館

□
勤
務
内
容

　

公
民
館
受
付
事
務
、
管
理
、
講
座
補
助

な
ど

□
募
集
人
員　

若
干
名

□
勤
務
期
間

　

十
月
十
五
日
〜
三
月
三
十
一
日

□
勤
務
時
間

　

月
曜
日
〜
金
曜
日

　

午
後
五
時
〜
午
後
九
時
四
十
五
分

　

土
曜
日
・
日
曜
日
・
祝
日

　

午
前
八
時
半
〜
午
後
五
時

　

午
後
五
時
〜
午
後
九
時
四
十
五
分

※
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
勤
務
（
月
十
二
日
程

度
）

□
賃　

金　

七
百
二
十
円
（
時
間
給
）

□
応
募
資
格

　

年
齢
六
十
三
歳
（
平
成
十
七
年
九
月
一

日
現
在
）
ま
で
の
健
康
な
方

□
試　

験　

面
接
試
験
（
後
日
連
絡
）

□
提
出
書
類

　

履
歴
書
（
市
販
の
も
の
・
写
真
添
付
）

□
申
込
期
限　

九
月
三
十
日（
金
）

□
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

社
会
教
育
課
公
民
館
係

　

�（
４
８
）１
１
１
１
（
内
２
６
０
）

�
　

公
証
人
・
公
証
役
場
を
ご
存
知
で
す
か
。

　

愛
知
県
内
に
は
、
十
一
カ
所
に
公
証
役

場
が
あ
り
、
永
く
裁
判
官
や
検
察
官
な
ど

�
�
�
�
�
�
�
��
	


�
�
�
�
�

を
勤
め
た
二
十
六
人
の
公
証
人
が
、
公
正

証
書
を
作
成
し
、
会
社
定
款
を
認
証
す
る

な
ど
の
仕
事
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

公
正
証
書
は
、
大
切
な
契
約
や
遺
言
な

ど
で
後
に
紛
争
が
生
じ
な
い
よ
う
に
法
律

的
に
慎
重
に
検
討
し
て
作
成
さ
れ
る
も
の

で
、
金
銭
債
権
に
つ
い
て
は
裁
判
に
訴
え

な
く
て
も
差
し
押
さ
え
な
ど
の
強
制
執
行

力
が
与
え
ら
れ
、
遺
言
に
つ
い
て
は
家
庭

裁
判
所
の
検
認
手
続
が
必
要
と
な
る
な
ど

強
い
効
力
や
証
明
力
が
与
え
ら
れ
て
い
ま

す
。

　

公
正
証
書
は
、
公
証
役
場
が
そ
の
原
本

を
一
定
期
間
保
存
す
る
た
め
、
契
約
書
類

な
ど
が
紛
失
し
た
り
偽
造
さ
れ
る
と
い
っ

た
心
配
が
あ
り
ま
せ
ん
。

　

老
後
の
財
産
管
理
や
介
護
に
備
え
、
遺

言
や
新
し
く
制
度
化
さ
れ
た
任
意
後
見
契

約
を
十
分
に
活
用
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
、

公
証
役
場
に
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

相
談
は
い
つ
で
も
無
料
で
、
月
曜
日
か

ら
金
曜
日
ま
で
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　

十
月
一
日
か
ら
七
日
ま
で
の
公
証
週
間

の
期
間
中
、
土
曜
・
日
曜
日
を
含
め
て
、

午
前
九
時
半
か
ら
午
後
四
時
ま
で
名
古
屋

市
東
区
代
官
町　

－

　

第
一
富
士
ビ
ル
三

３５

１６

階
葵
町
役
場
で
「
無
料
公
証
相
談
会
」
を

開
催
し
ま
す
の
で
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

□
問
い
合
わ
せ
先

　

愛
知
公
証
人
会
事
務
局

　

�
０
５
２（
９
３
１
）０
３
５
３

�
　

行
政
書
士
は
、
行
政
書
士
法
に
基
づ
き

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


�

次
の
業
務
を
行
っ
て
い
ま
す
。

①　

官
公
署
に
提
出
す
る
書
類
、
権
利
義

務
・
事
実
証
明
に
関
す
る
書
類
（
実
施

調
査
に
基
づ
く
図
面
類
を
含
む
。）の
作

成
②　

①
の
書
類
を
官
公
署
に
提
出
す
る
手

続
き
の
代
理

③　

行
政
書
士
が
作
成
す
る
こ
と
が
で
き

る
書
類
の
契
約
代
理

④　

①
の
書
類
の
作
成
に
つ
い
て
の
相
談

　

行
政
書
士
会
の
会
員
で
な
い
者
が
、

他
人
の
依
頼
を
受
け
報
酬
を
得
て
①
の

業
務
を
行
う
こ
と
は
、
行
政
書
士
法
に

よ
り
禁
止
さ
れ
、
違
反
し
た
場
合
は
罰

せ
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

官
公
署
に
提
出
す
る
書
類
の
作
成
を

他
人
に
依
頼
す
る
と
き
は
、
以
上
の
こ

と
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

□
問
い
合
わ
せ
先

　

愛
知
県
総
務
部
総
務
課

　

�
０
５
２（
９
６
１
）２
１
１
１

　

愛
知
県
行
政
書
士
会

　

�
０
５
２（
９
３
１
）４
０
６
８

�
　
「
音
に
反
応
し
な
い
」「
名
前
を
呼
ん
で

も
振
り
向
か
な
い
」「
一
歳
を
過
ぎ
て
も
こ

と
ば
が
出
な
い
」
こ
の
よ
う
な
子
ど
も
を

育
て
て
、
一
人
で
悩
ん
で
い
る
保
護
者
の

方
は
、
愛
知
県
立
一
宮
聾
学
校
の
教
育
相

談
・
乳
幼
児
教
室
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

聞
こ
え
と
こ
と
ば
は
三
歳
ま
で
に
発
達

し
、
そ
の
時
期
を
逃
す
と
、
言
語
や
社
会

性
な
ど
の
発
達
に
大
き
な
支
障
を
も
た
ら

し
ま
す
。

　

聞
こ
え
や
こ
と
ば
が
未
発
達
な
子
ど
も

に
対
す
る
教
育
は
、
早
け
れ
ば
早
い
ほ
ど

効
果
が
上
が
り
ま
す
。
少
し
で
も
子
ど
も

の
聞
こ
え
や
こ
と
ば
に
不
安
を
抱
か
れ
た

ら
、
た
め
ら
わ
ず
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

□
教
育
相
談

　

悩
み
や
子
育
て
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス
、
聞

こ
え
に
関
す
る
簡
単
な
検
査
を
行
い
ま
す
。

□
乳
幼
児
教
室

　

聞
こ
え
や
こ
と
ば
に
障
害
の
あ
る
子
ど

も
と
保
護
者
を
対
象
に
し
た
個
別
指
導
を

行
い
ま
す
。（
個
別
指
導
を
毎
週
一
回
、
二

歳
児
は
、
週
一
回
の
集
団
指
導
も
行
っ
て

い
ま
す
。）

　

相
談
、
検
査
、
指
導
料
は
無
料
で
す
。

　

申
し
込
み
は
、
電
話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で

予
約
を
し
て
く
だ
さ
い
。

□
問
い
合
わ
せ
先

　

愛
知
県
立
一
宮
聾
学
校
教
育
相
談

　

一
宮
市
大
和
町
苅
安
賀
字
上
西
之
杁　
３０

　

�
０
５
８
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４
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０
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F
A
X
０
５
８
６（
４
３
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４
６
２
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